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北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
都
を
起
点
と
し
、

高
崎
・
長
野
・
上
越
・
富
山
・
金
沢
等
を

経
由
し
て
大
阪
市
に
至
る
延
長
約
6
9
0

㎞
の
路
線
で
す
。こ
の
う
ち
、東
京
・
高
崎

間
は
上
越
新
幹
線
と
共
用
、
高
崎
・
長
野

間
は
平
成
9
年
10
月
に
、
長
野
・
金
沢
間

は
平
成
27
年
3
月
に
開
業
し
て
い
ま
す
。

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
平
成
24
年
6
月
に
着

手
し
、
令
和
6
年
3
月
16
日
に
完
成
・
開

業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

金
沢
・
敦
賀
間
で
新
設
さ
れ
る
駅
は
、

小
松
駅
、加
賀
温
泉
駅
、福
井
県
の
芦
原
温

泉
駅
、福
井
駅
、越
前
た
け
ふ
駅
お
よ
び
敦

賀
駅
の
6
駅
、
線
路
延
長
は
約
1
2
5
㎞

（
工
事
延
長
約
1
1
5
㎞
）
の
路
線
で
す

（
図-
1
）。

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
完
成
・
開
業
に
よ
り
、

東
京
・
福
井
間
の
鉄
道
所
要
時
間
は
24
分

短
縮
さ
れ
、2
時
間
51
分
に（
開
業
前
は
東

海
道
新
幹
線
経
由
）、大
阪
・
金
沢
間
は
22

分
短
縮
さ
れ
、
2
時
間
9
分
と
な
り
ま
し

た
。新
幹
線
の
特
徴
で
あ
る
速
達
性
、大
量

輸
送
性
に
よ
る
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
沿

線
地
域
の
多
彩
な
観
光
資
源
の
魅
力
が
高

ま
り
、
余
暇
活
動
の
拡
充
や
広
域
的
な
経

済
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

１ 

金
沢
・敦
賀
間
の
特
徴

　

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
工
事
区
間
約

1
1
5
㎞
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
が
約
38
・
4

㎞
（
約
34
％
）、
ト
ン
ネ
ル
以
外
の
路
盤
・

高
架
橋
・
橋
り
ょ
う（
以
下「
明
か
り
区
間
」

と
い
う
）
が
約
76
・
2
㎞（
約
66
％
）
と
他

の
整
備
新
幹
線
に
比
較
し
て
明
か
り
区
間

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。積
雪
の
多
い
地

域
を
通
過
す
る
た
め
、
積
雪
量
等
に
応
じ

て
、
図-

2
の
よ
う
に
複
数
の
対
策
の
う

ち
か
ら
適
切
な
雪
害
対
策
を
採
用
し
て
い

ま
す
。積
雪
の
多
い
地
区
や
分
岐
部
で
は

散
水
方
式
を
採
用
し
、
冬
季
に
も
安
定
し

て
運
行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

２ 

金
沢
・敦
賀
間
の
P
C
橋

　
金
沢
・敦
賀
間
の
代
表
的
な
P
C
橋
は

金
沢
方
か
ら
表-

1
の
通
り
で
す
。こ
の

う
ち
、青
字
で
示
し
た
特
徴
的
な
4
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、主
に
45
m
以
下
で
一
般
的
に
採
用

す
る
P
C
T
桁
橋
で
は
、現
地
作
業
の
省
力

化
を
目
的
と
し
て
、特
殊
荷
重
の
か
か
る
箇

所
等
を
除
き
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
を
採
用
し

ま
し
た
（
写
真-

1
）。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
は
、

桁
長
に
応
じ
て
工
場
で
5
〜
9
分
割
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
状
の
桁
を
製
作
、ト
レ
ー
ラ
ー
で

現
地
へ
運
搬
し
、現
地
で
一
つ
の
桁
に
つ
な

ぎ
合
わ
せ
て
架
設
し
ま
す
。金
沢
・敦
賀
間

で
は
、合
計
約
2
4
0
連
で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

桁
を
採
用
し
、大
幅
な
現
地
作
業
の
省
力
化

を
図
り
ま
し
た
。

2
‐
1 

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う

　

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う
は
、石
川
県
加
賀
市

内
に
位
置
す
る
橋
長
3
3
9
m
の
3
径
間

連
続
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
す
。国

道
8
号
と
約
30
度
の
狭
い
角
度
で
交
差
す
る

た
め
、中
央
支
間
長
が
新
幹
線
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
し
て
最
長
の
1
5
5
m
と
な
っ

て
い
ま
す（
写
真-

2
、図-

3
）。

　

長
大
ス
パ
ン
で
た
わ
み
量
を
抑
え
る
た
め
、

桁
高
と
自
重
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

桁
高
は
柱
頭
部
で
7
m
、桁
端
及
び
支
間
中

央
部
は
4
・
3
m
、
斜
材
段
数
は
11
段
と
し

ま
し
た
。斜
材
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
被
覆
さ

れ
た
P
C
鋼
材
（
27
S
15
・
2
）
を
使
用
し
、

保
護
管
内
を
P
C
グ
ラ
ウ
ト
で
充
填
す
る
こ

と
で
防
錆
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
耐
久
性

を
確
保
し
ま
し
た
。斜
材
の
保
護
管
は
φ

2
0
0
㎜
の
白
色
塗
装
（
F
R
P
製
）
を
採

用
し
、
温
度
変
化
に
よ
る
た
わ
み
の
影
響
を

低
減
し
ま
し
た（
図-

4
）。

　

新
幹
線
橋
り
ょ
う
に
要
求
さ
れ
る
厳
し
い

た
わ
み
制
限
に
対
し
、す
べ
り
支
承
と
2
線

支
承
を
採
用
し
、斜
材
保
護
管
の
大
断
面
化

に
よ
る
温
度
変
化
の
抑
制
に
よ
り
、桁
の
長

期
変
形
を
低
減
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
乗
り

心
地
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

令
和
３
年
度
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
技
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
‐
２ 

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う

　

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
（
写
真-

3
、
図

-

5
）は
、
福
井
市
内
に
あ
る
橋
長
４
１
４

m
の
７
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
、
新
幹

線
で
初
め
て
と
な
る
鉄
道
・
道
路
一
体
橋

を
採
用
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
は
九
頭
竜
川
渡
河
部
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
目
的
に
、
北
陸
新

幹
線
の
ル
ー
ト
付
近
に
広
域
幹
線
道
路
を

計
画
し
、当
初
、新
幹
線
橋
と
道
路
橋
は
近

接
し
て
別
々
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、本
橋
り
ょ
う
の
周
辺
は
、カ
ジ
カ

科
の
淡
水
魚
で
あ
る
「
ア
ラ
レ
ガ
コ
生
息

地
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
河
川
へ
の
環
境
負
荷
の
低
減

が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
縮
減

も
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
の
機

構
と
福
井
県
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
一
体
橋
が
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
橋
の
場
合
に
比

べ
約
７
％
の
工
事
費
縮
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
部
工
が
鉄
道
橋
と
道
路
橋
で
一
体
構
造

で
あ
る
た
め
、下
部
工
の
設
計
は
、鉄
道
構
造

物
等
設
計
標
準
・
同
解
説
な
ら
び
に
道
路

橋
示
方
書
・
同
解
説
を
満
た
す
よ
う
に
実

北陸新幹線（金沢・敦賀間）の
開業とPC橋

明日を築くプロジェクトの風景♯005

▲ 図-2 採用した雪害対策

▲ 図-1 北陸新幹線（金沢・ 敦賀間）平面図

永利 将太郎

（独）鉄道・運輸機構
北陸新幹線建設局
計画部長
なが　とし　　しょう　た　　ろう

施
し
ま
し
た
。ま
た
、
積
雪
寒
冷
地
の
た
め
、

道
路
橋
で
散
布
さ
れ
る
凍
結
防
止
剤
を
考

慮
し
、
鉄
筋
か
ぶ
り
の
増
と
表
面
含
浸
材
等

に
よ
る
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
と
の
協
議
に
よ
り
、
下
部
工
は
県

と
機
構
が
建
設
費
を
分
担
し
、
施
工
は
機
構

が
行
い
ま
し
た
。上
部
工
は
、
新
幹
線
桁
と
道

路
桁
を
機
構
と
福
井
県
が
そ
れ
ぞ
れ
施
工
し

ま
し
た
。施
工
順
序
と
し
て
は
、
図-

6
の
と

お
り
で
、新
幹
線
線
上
部
工
で
は
、工
程
短
縮

を
図
る
た
め
に
最
大
4
基
の
移
動
作
業
車
が

2
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
り
出
し
、
3
箇
所
の

中
央
閉
合
を
移
動
作
業
車
で
施
工
し
ま
し
た
。

福
井
県
施
工
の
道
路
橋
で
も
柱
頭
部
を
含
め

る
と
最
大
5
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
出
し
架
設

を
行
い
、工
期
短
縮
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

２
‐
３ 

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・

           

敦
賀
バ
イ
パ
ス
架
道
橋

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・
敦
賀
バ
イ
パ
ス

架
道
橋
は
、
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
3
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
2
連
（
L

＝ 

2
1
5
m
、
2
0
6
m 

）お
よ
び
2
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
1
連
（
L

＝
1
7
2
m
）
を
主
と
す
る
橋
り
ょ
う
群

で
す（
写
真-

4
、図-

7
）。

　
起
点
側
の
深
山
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら
工

区
終
点
の
敦
賀
バ
イ
パ
ス
ま
で
下
り
の
急
勾

配
と
な
っ
て
い
て
、
起
点
側
の
大
蔵
余
座
橋

り
ょ
う
P
3
橋
脚
の
脚
高
は
約
30
m
あ
り
ま

す
が
、
敦
賀
バイ
パ
ス
架
道
橋
の
終
点
側
橋
脚

は
10
m
ほ
ど
と
脚
高
の
変
化
が
顕
著
な
こ
と

も
特
徴
で
す
。

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
の
起
点
側
に
位
置

す
る
中
池
見
湿
地
は
、
平
成
24
年
7
月
に

湿
地
周
辺
約
87 

ha
の
範
囲
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

湿
地
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
配

慮
か
ら
、湿
地
付
近
を
通
過
す
る
深
山
ト
ン

ネ
ル
前
後
で
、
当
初
認
可
さ
れ
た
新
幹
線

ル
ー
ト
を
見
直
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
湿

地
か
ら
離
れ
る
側
へ
最
大
約
1
5
0
m
、ト

ン
ネ
ル
標
高
を
最
大
約
17
m
上
げ
る
変
更

に
よ
り
、大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
高
さ
が
最
大

約
10
m
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
地
区
は
溺
れ
谷
状
で
あ
る
の

に
加
え
て
、
砂
、
粘
土
、
有
機
質
土
の
互
層
で

構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
耐
震
設
計
上
の
基

盤
面
が
深
い
軟
弱
地
盤
で
あ
っ
た
た
め
、基
礎

杭
が
最
大
約
70
m
、
1
橋
脚
あ
た
り
最
大
24

本
必
要
と
な
り
ま
し
た
。ル
ー
ト
変
更
に
伴

う
工
事
開
始
時
期
の
遅
れ
に
加
え
て
、
橋

り
ょ
う
の
高
さ
変
更
に
よ
る
大
型
化
お
よ
び

軟
弱
地
盤
対
応
で
施
工
期
間
が
長
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、工
程
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
程
短
縮
に
向
け
て
、
杭
の
施
工
で
は
、

超
硬
質
地
盤
用
ビ
ッ
ト
（
超
硬
ビ
ッ
ト
）

ケ
ー
シ
ン
グ
の
採
用
、
ケ
ー
シ
ン
グ
外
径

を
1
㎝
大
き
く
し
、か
つ
、フ
ラ
ッ
ト
バ
ー

設
置
に
よ
る
摩
擦
抵
抗
の
軽
減
、
大
型
ハ

ン
マ
ー
グ
ラ
ブ
の
採
用
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、
橋
脚
の
施
工
で
は
、
ハ
ー
フ

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
用
い
た
橋
脚
急
速

施
工
法
で
あ
る
S
P
E
R
工
法（
図-

8
）

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
工
事
で
は
、大
型
移
動
架
設
作
業

車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
4
m
）か
ら
超
大
型

移
動
作
業
車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
6
m
）に

変
更
し
、10
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
減

ら
し
て
約
2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、側
径
間
支
保
工
施
工
部
の
う
ち
、

2
m
の
間
詰
め
部
を
残
し
て
先
行
し
て
構
築

し
、張
出
し
の
最
終
ブ
ロ
ッ
ク
到
達
後
、間
詰

め
部
を
閉
合
す
る
側
径
間
の
先
行
施
工
で
約

2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
基
礎
杭
か
ら
上
部
工
工
事

ま
で
、各
種
工
程
短
縮
策
を
採
用
し
、目
標
の

工
程
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３ 

お
わ
り
に

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

沿
線
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
、機
構
の
技
術
力
を
結
集

し
て
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。新
た
な
技

術
の
採
用
や
関
係
各
所
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
で
、完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た（
写
真-

5
）。

　
こ
れ
ま
で
の
関
係
各
所
の
ご
支
援
、ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
北
陸
新
幹
線
が
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
、北
陸
地
方
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
都
を
起
点
と
し
、

高
崎
・
長
野
・
上
越
・
富
山
・
金
沢
等
を

経
由
し
て
大
阪
市
に
至
る
延
長
約
6
9
0

㎞
の
路
線
で
す
。こ
の
う
ち
、東
京
・
高
崎

間
は
上
越
新
幹
線
と
共
用
、
高
崎
・
長
野

間
は
平
成
9
年
10
月
に
、
長
野
・
金
沢
間

は
平
成
27
年
3
月
に
開
業
し
て
い
ま
す
。

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
平
成
24
年
6
月
に
着

手
し
、
令
和
6
年
3
月
16
日
に
完
成
・
開

業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

金
沢
・
敦
賀
間
で
新
設
さ
れ
る
駅
は
、

小
松
駅
、加
賀
温
泉
駅
、福
井
県
の
芦
原
温

泉
駅
、福
井
駅
、越
前
た
け
ふ
駅
お
よ
び
敦

賀
駅
の
6
駅
、
線
路
延
長
は
約
1
2
5
㎞

（
工
事
延
長
約
1
1
5
㎞
）
の
路
線
で
す

（
図-

1
）。

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
完
成
・
開
業
に
よ
り
、

東
京
・
福
井
間
の
鉄
道
所
要
時
間
は
24
分

短
縮
さ
れ
、2
時
間
51
分
に（
開
業
前
は
東

海
道
新
幹
線
経
由
）、大
阪
・
金
沢
間
は
22

分
短
縮
さ
れ
、
2
時
間
9
分
と
な
り
ま
し

た
。新
幹
線
の
特
徴
で
あ
る
速
達
性
、大
量

輸
送
性
に
よ
る
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
沿

線
地
域
の
多
彩
な
観
光
資
源
の
魅
力
が
高

ま
り
、
余
暇
活
動
の
拡
充
や
広
域
的
な
経

済
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

１ 

金
沢
・敦
賀
間
の
特
徴

　

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
工
事
区
間
約

1
1
5
㎞
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
が
約
38
・
4

㎞
（
約
34
％
）、
ト
ン
ネ
ル
以
外
の
路
盤
・

高
架
橋
・
橋
り
ょ
う（
以
下「
明
か
り
区
間
」

と
い
う
）
が
約
76
・
2
㎞（
約
66
％
）
と
他

の
整
備
新
幹
線
に
比
較
し
て
明
か
り
区
間

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。積
雪
の
多
い
地

域
を
通
過
す
る
た
め
、
積
雪
量
等
に
応
じ

て
、
図-

2
の
よ
う
に
複
数
の
対
策
の
う

ち
か
ら
適
切
な
雪
害
対
策
を
採
用
し
て
い

ま
す
。積
雪
の
多
い
地
区
や
分
岐
部
で
は

散
水
方
式
を
採
用
し
、
冬
季
に
も
安
定
し

て
運
行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

２ 

金
沢
・敦
賀
間
の
P
C
橋

　
金
沢
・敦
賀
間
の
代
表
的
な
P
C
橋
は

金
沢
方
か
ら
表-

1
の
通
り
で
す
。こ
の

う
ち
、青
字
で
示
し
た
特
徴
的
な
4
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、主
に
45
m
以
下
で
一
般
的
に
採
用

す
る
P
C
T
桁
橋
で
は
、現
地
作
業
の
省
力

化
を
目
的
と
し
て
、特
殊
荷
重
の
か
か
る
箇

所
等
を
除
き
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
を
採
用
し

ま
し
た
（
写
真-

1
）。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
は
、

桁
長
に
応
じ
て
工
場
で
5
〜
9
分
割
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
状
の
桁
を
製
作
、ト
レ
ー
ラ
ー
で

現
地
へ
運
搬
し
、現
地
で
一
つ
の
桁
に
つ
な

ぎ
合
わ
せ
て
架
設
し
ま
す
。金
沢
・敦
賀
間

で
は
、合
計
約
2
4
0
連
で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

桁
を
採
用
し
、大
幅
な
現
地
作
業
の
省
力
化

を
図
り
ま
し
た
。

2
‐
1 

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う

　

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う
は
、石
川
県
加
賀
市

内
に
位
置
す
る
橋
長
3
3
9
m
の
3
径
間

連
続
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
す
。国

道
8
号
と
約
30
度
の
狭
い
角
度
で
交
差
す
る

た
め
、中
央
支
間
長
が
新
幹
線
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
し
て
最
長
の
1
5
5
m
と
な
っ

て
い
ま
す（
写
真-

2
、図-

3
）。

　

長
大
ス
パ
ン
で
た
わ
み
量
を
抑
え
る
た
め
、

桁
高
と
自
重
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

桁
高
は
柱
頭
部
で
7
m
、桁
端
及
び
支
間
中

央
部
は
4
・
3
m
、
斜
材
段
数
は
11
段
と
し

ま
し
た
。斜
材
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
被
覆
さ

れ
た
P
C
鋼
材
（
27
S
15
・
2
）
を
使
用
し
、

保
護
管
内
を
P
C
グ
ラ
ウ
ト
で
充
填
す
る
こ

と
で
防
錆
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
耐
久
性

を
確
保
し
ま
し
た
。斜
材
の
保
護
管
は
φ

2
0
0
㎜
の
白
色
塗
装
（
F
R
P
製
）
を
採

用
し
、
温
度
変
化
に
よ
る
た
わ
み
の
影
響
を

低
減
し
ま
し
た（
図-

4
）。

　

新
幹
線
橋
り
ょ
う
に
要
求
さ
れ
る
厳
し
い

た
わ
み
制
限
に
対
し
、す
べ
り
支
承
と
2
線

支
承
を
採
用
し
、斜
材
保
護
管
の
大
断
面
化

に
よ
る
温
度
変
化
の
抑
制
に
よ
り
、桁
の
長

期
変
形
を
低
減
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
乗
り

心
地
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

令
和
３
年
度
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
技
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
‐
２ 

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う

　

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
（
写
真-

3
、
図

-

5
）は
、
福
井
市
内
に
あ
る
橋
長
４
１
４

m
の
７
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
、
新
幹

線
で
初
め
て
と
な
る
鉄
道
・
道
路
一
体
橋

を
採
用
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
は
九
頭
竜
川
渡
河
部
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
目
的
に
、
北
陸
新

幹
線
の
ル
ー
ト
付
近
に
広
域
幹
線
道
路
を

計
画
し
、当
初
、新
幹
線
橋
と
道
路
橋
は
近

接
し
て
別
々
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、本
橋
り
ょ
う
の
周
辺
は
、カ
ジ
カ

科
の
淡
水
魚
で
あ
る
「
ア
ラ
レ
ガ
コ
生
息

地
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
河
川
へ
の
環
境
負
荷
の
低
減

が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
縮
減

も
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
の
機

構
と
福
井
県
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
一
体
橋
が
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
橋
の
場
合
に
比

べ
約
７
％
の
工
事
費
縮
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
部
工
が
鉄
道
橋
と
道
路
橋
で
一
体
構
造

で
あ
る
た
め
、下
部
工
の
設
計
は
、鉄
道
構
造

物
等
設
計
標
準
・
同
解
説
な
ら
び
に
道
路

橋
示
方
書
・
同
解
説
を
満
た
す
よ
う
に
実

▲ 写真-2 加賀細坪橋りょう

▲ 写真-1 プレキャスト桁

▲ 図-4 斜材断面図

▲ 図-3 加賀細坪橋りょう全体図

施
し
ま
し
た
。ま
た
、
積
雪
寒
冷
地
の
た
め
、

道
路
橋
で
散
布
さ
れ
る
凍
結
防
止
剤
を
考

慮
し
、
鉄
筋
か
ぶ
り
の
増
と
表
面
含
浸
材
等

に
よ
る
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
と
の
協
議
に
よ
り
、
下
部
工
は
県

と
機
構
が
建
設
費
を
分
担
し
、
施
工
は
機
構

が
行
い
ま
し
た
。上
部
工
は
、
新
幹
線
桁
と
道

路
桁
を
機
構
と
福
井
県
が
そ
れ
ぞ
れ
施
工
し

ま
し
た
。施
工
順
序
と
し
て
は
、
図-

6
の
と

お
り
で
、新
幹
線
線
上
部
工
で
は
、工
程
短
縮

を
図
る
た
め
に
最
大
4
基
の
移
動
作
業
車
が

2
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
り
出
し
、
3
箇
所
の

中
央
閉
合
を
移
動
作
業
車
で
施
工
し
ま
し
た
。

福
井
県
施
工
の
道
路
橋
で
も
柱
頭
部
を
含
め

る
と
最
大
5
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
出
し
架
設

を
行
い
、工
期
短
縮
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

２
‐
３ 

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・

           

敦
賀
バ
イ
パ
ス
架
道
橋

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・
敦
賀
バ
イ
パ
ス

架
道
橋
は
、
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
3
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
2
連
（
L

＝ 

2
1
5
m
、
2
0
6
m 

）お
よ
び
2
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
1
連
（
L

＝
1
7
2
m
）
を
主
と
す
る
橋
り
ょ
う
群

で
す（
写
真-

4
、図-

7
）。

　
起
点
側
の
深
山
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら
工

区
終
点
の
敦
賀
バ
イ
パ
ス
ま
で
下
り
の
急
勾

配
と
な
っ
て
い
て
、
起
点
側
の
大
蔵
余
座
橋

り
ょ
う
P
3
橋
脚
の
脚
高
は
約
30
m
あ
り
ま

す
が
、
敦
賀
バイ
パ
ス
架
道
橋
の
終
点
側
橋
脚

は
10
m
ほ
ど
と
脚
高
の
変
化
が
顕
著
な
こ
と

も
特
徴
で
す
。

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
の
起
点
側
に
位
置

す
る
中
池
見
湿
地
は
、
平
成
24
年
7
月
に

湿
地
周
辺
約
87 

ha
の
範
囲
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

湿
地
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
配

慮
か
ら
、湿
地
付
近
を
通
過
す
る
深
山
ト
ン

ネ
ル
前
後
で
、
当
初
認
可
さ
れ
た
新
幹
線

ル
ー
ト
を
見
直
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
湿

地
か
ら
離
れ
る
側
へ
最
大
約
1
5
0
m
、ト

ン
ネ
ル
標
高
を
最
大
約
17
m
上
げ
る
変
更

に
よ
り
、大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
高
さ
が
最
大

約
10
m
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
地
区
は
溺
れ
谷
状
で
あ
る
の

に
加
え
て
、
砂
、
粘
土
、
有
機
質
土
の
互
層
で

構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
耐
震
設
計
上
の
基

盤
面
が
深
い
軟
弱
地
盤
で
あ
っ
た
た
め
、基
礎

杭
が
最
大
約
70
m
、
1
橋
脚
あ
た
り
最
大
24

本
必
要
と
な
り
ま
し
た
。ル
ー
ト
変
更
に
伴

う
工
事
開
始
時
期
の
遅
れ
に
加
え
て
、
橋

り
ょ
う
の
高
さ
変
更
に
よ
る
大
型
化
お
よ
び

軟
弱
地
盤
対
応
で
施
工
期
間
が
長
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、工
程
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
程
短
縮
に
向
け
て
、
杭
の
施
工
で
は
、

超
硬
質
地
盤
用
ビ
ッ
ト
（
超
硬
ビ
ッ
ト
）

ケ
ー
シ
ン
グ
の
採
用
、
ケ
ー
シ
ン
グ
外
径

を
1
㎝
大
き
く
し
、か
つ
、フ
ラ
ッ
ト
バ
ー

設
置
に
よ
る
摩
擦
抵
抗
の
軽
減
、
大
型
ハ

ン
マ
ー
グ
ラ
ブ
の
採
用
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、
橋
脚
の
施
工
で
は
、
ハ
ー
フ

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
用
い
た
橋
脚
急
速

施
工
法
で
あ
る
S
P
E
R
工
法（
図-

8
）

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
工
事
で
は
、大
型
移
動
架
設
作
業

車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
4
m
）か
ら
超
大
型

移
動
作
業
車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
6
m
）に

変
更
し
、10
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
減

ら
し
て
約
2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、側
径
間
支
保
工
施
工
部
の
う
ち
、

2
m
の
間
詰
め
部
を
残
し
て
先
行
し
て
構
築

し
、張
出
し
の
最
終
ブ
ロ
ッ
ク
到
達
後
、間
詰

め
部
を
閉
合
す
る
側
径
間
の
先
行
施
工
で
約

2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
基
礎
杭
か
ら
上
部
工
工
事

ま
で
、各
種
工
程
短
縮
策
を
採
用
し
、目
標
の

工
程
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３ 

お
わ
り
に

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

沿
線
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
、機
構
の
技
術
力
を
結
集

し
て
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。新
た
な
技

術
の
採
用
や
関
係
各
所
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
で
、完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た（
写
真-

5
）。

　
こ
れ
ま
で
の
関
係
各
所
の
ご
支
援
、ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
北
陸
新
幹
線
が
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
、北
陸
地
方
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

PCグラウト

保護管
FRP管エポキシ樹脂被覆

PC鋼より線

外径Φ200

▲ 表-1 金沢・敦賀間の主なPC橋

3径間連続PC箱桁橋＋4径間連続PC箱桁橋

3径間連続PCエクストラドーズド箱桁橋

4径間連続PC箱桁橋

3径間連続PC箱桁橋

7径間連続PC箱桁橋

3径間連続PC箱桁橋

3径間連続PC箱桁橋

3径間連続PC箱桁橋

PCT桁橋×3連＋3径間連続PC箱桁橋×2連

2径間連続PC箱桁橋×1連＋PCT桁橋×2連 

手取川橋りょう

加賀細坪橋りょう

大聖寺川橋りょう

第2竹田川橋りょう

九頭竜川橋りょう

足羽川橋りょう

浅水川橋りょう

日野川橋りょう

大蔵余座橋りょう

敦賀バイパス架道橋

川北町

加賀市

加賀市

あわら市

福井市

福井市

鯖江市

南越前町

敦賀市

敦賀市

558

339

290

311

414

192

173

310

521

242

名 称 形 式 延長(m) 所在地

か     

が    

ほ
そ  

つ
ぼ

く    

ず    

り
ゅ
う
が
わ
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北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
都
を
起
点
と
し
、

高
崎
・
長
野
・
上
越
・
富
山
・
金
沢
等
を

経
由
し
て
大
阪
市
に
至
る
延
長
約
6
9
0

㎞
の
路
線
で
す
。こ
の
う
ち
、東
京
・
高
崎

間
は
上
越
新
幹
線
と
共
用
、
高
崎
・
長
野

間
は
平
成
9
年
10
月
に
、
長
野
・
金
沢
間

は
平
成
27
年
3
月
に
開
業
し
て
い
ま
す
。

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
平
成
24
年
6
月
に
着

手
し
、
令
和
6
年
3
月
16
日
に
完
成
・
開

業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

金
沢
・
敦
賀
間
で
新
設
さ
れ
る
駅
は
、

小
松
駅
、加
賀
温
泉
駅
、福
井
県
の
芦
原
温

泉
駅
、福
井
駅
、越
前
た
け
ふ
駅
お
よ
び
敦

賀
駅
の
6
駅
、
線
路
延
長
は
約
1
2
5
㎞

（
工
事
延
長
約
1
1
5
㎞
）
の
路
線
で
す

（
図-

1
）。

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
完
成
・
開
業
に
よ
り
、

東
京
・
福
井
間
の
鉄
道
所
要
時
間
は
24
分

短
縮
さ
れ
、2
時
間
51
分
に（
開
業
前
は
東

海
道
新
幹
線
経
由
）、大
阪
・
金
沢
間
は
22

分
短
縮
さ
れ
、
2
時
間
9
分
と
な
り
ま
し

た
。新
幹
線
の
特
徴
で
あ
る
速
達
性
、大
量

輸
送
性
に
よ
る
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
沿

線
地
域
の
多
彩
な
観
光
資
源
の
魅
力
が
高

ま
り
、
余
暇
活
動
の
拡
充
や
広
域
的
な
経

済
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

１ 

金
沢
・敦
賀
間
の
特
徴

　

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
工
事
区
間
約

1
1
5
㎞
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
が
約
38
・
4

㎞
（
約
34
％
）、
ト
ン
ネ
ル
以
外
の
路
盤
・

高
架
橋
・
橋
り
ょ
う（
以
下「
明
か
り
区
間
」

と
い
う
）
が
約
76
・
2
㎞（
約
66
％
）
と
他

の
整
備
新
幹
線
に
比
較
し
て
明
か
り
区
間

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。積
雪
の
多
い
地

域
を
通
過
す
る
た
め
、
積
雪
量
等
に
応
じ

て
、
図-

2
の
よ
う
に
複
数
の
対
策
の
う

ち
か
ら
適
切
な
雪
害
対
策
を
採
用
し
て
い

ま
す
。積
雪
の
多
い
地
区
や
分
岐
部
で
は

散
水
方
式
を
採
用
し
、
冬
季
に
も
安
定
し

て
運
行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

２ 

金
沢
・敦
賀
間
の
P
C
橋

　
金
沢
・敦
賀
間
の
代
表
的
な
P
C
橋
は

金
沢
方
か
ら
表-

1
の
通
り
で
す
。こ
の

う
ち
、青
字
で
示
し
た
特
徴
的
な
4
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、主
に
45
m
以
下
で
一
般
的
に
採
用

す
る
P
C
T
桁
橋
で
は
、現
地
作
業
の
省
力

化
を
目
的
と
し
て
、特
殊
荷
重
の
か
か
る
箇

所
等
を
除
き
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
を
採
用
し

ま
し
た
（
写
真-

1
）。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
は
、

桁
長
に
応
じ
て
工
場
で
5
〜
9
分
割
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
状
の
桁
を
製
作
、ト
レ
ー
ラ
ー
で

現
地
へ
運
搬
し
、現
地
で
一
つ
の
桁
に
つ
な

ぎ
合
わ
せ
て
架
設
し
ま
す
。金
沢
・敦
賀
間

で
は
、合
計
約
2
4
0
連
で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

桁
を
採
用
し
、大
幅
な
現
地
作
業
の
省
力
化

を
図
り
ま
し
た
。

2
‐
1 

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う

　

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う
は
、石
川
県
加
賀
市

内
に
位
置
す
る
橋
長
3
3
9
m
の
3
径
間

連
続
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
す
。国

道
8
号
と
約
30
度
の
狭
い
角
度
で
交
差
す
る

た
め
、中
央
支
間
長
が
新
幹
線
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
し
て
最
長
の
1
5
5
m
と
な
っ

て
い
ま
す（
写
真-

2
、図-

3
）。

　

長
大
ス
パ
ン
で
た
わ
み
量
を
抑
え
る
た
め
、

桁
高
と
自
重
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

桁
高
は
柱
頭
部
で
7
m
、桁
端
及
び
支
間
中

央
部
は
4
・
3
m
、
斜
材
段
数
は
11
段
と
し

ま
し
た
。斜
材
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
被
覆
さ

れ
た
P
C
鋼
材
（
27
S
15
・
2
）
を
使
用
し
、

保
護
管
内
を
P
C
グ
ラ
ウ
ト
で
充
填
す
る
こ

と
で
防
錆
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
耐
久
性

を
確
保
し
ま
し
た
。斜
材
の
保
護
管
は
φ

2
0
0
㎜
の
白
色
塗
装
（
F
R
P
製
）
を
採

用
し
、
温
度
変
化
に
よ
る
た
わ
み
の
影
響
を

低
減
し
ま
し
た（
図-

4
）。

　

新
幹
線
橋
り
ょ
う
に
要
求
さ
れ
る
厳
し
い

た
わ
み
制
限
に
対
し
、す
べ
り
支
承
と
2
線

支
承
を
採
用
し
、斜
材
保
護
管
の
大
断
面
化

に
よ
る
温
度
変
化
の
抑
制
に
よ
り
、桁
の
長

期
変
形
を
低
減
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
乗
り

心
地
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

令
和
３
年
度
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
技
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
‐
２ 

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う

　

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
（
写
真-

3
、
図

-

5
）は
、
福
井
市
内
に
あ
る
橋
長
４
１
４

m
の
７
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
、
新
幹

線
で
初
め
て
と
な
る
鉄
道
・
道
路
一
体
橋

を
採
用
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
は
九
頭
竜
川
渡
河
部
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
目
的
に
、
北
陸
新

幹
線
の
ル
ー
ト
付
近
に
広
域
幹
線
道
路
を

計
画
し
、当
初
、新
幹
線
橋
と
道
路
橋
は
近

接
し
て
別
々
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、本
橋
り
ょ
う
の
周
辺
は
、カ
ジ
カ

科
の
淡
水
魚
で
あ
る
「
ア
ラ
レ
ガ
コ
生
息

地
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
河
川
へ
の
環
境
負
荷
の
低
減

が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
縮
減

も
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
の
機

構
と
福
井
県
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
一
体
橋
が
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
橋
の
場
合
に
比

べ
約
７
％
の
工
事
費
縮
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
部
工
が
鉄
道
橋
と
道
路
橋
で
一
体
構
造

で
あ
る
た
め
、下
部
工
の
設
計
は
、鉄
道
構
造

物
等
設
計
標
準
・
同
解
説
な
ら
び
に
道
路

橋
示
方
書
・
同
解
説
を
満
た
す
よ
う
に
実

施
し
ま
し
た
。ま
た
、
積
雪
寒
冷
地
の
た
め
、

道
路
橋
で
散
布
さ
れ
る
凍
結
防
止
剤
を
考

慮
し
、
鉄
筋
か
ぶ
り
の
増
と
表
面
含
浸
材
等

に
よ
る
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
と
の
協
議
に
よ
り
、
下
部
工
は
県

と
機
構
が
建
設
費
を
分
担
し
、
施
工
は
機
構

が
行
い
ま
し
た
。上
部
工
は
、
新
幹
線
桁
と
道

路
桁
を
機
構
と
福
井
県
が
そ
れ
ぞ
れ
施
工
し

ま
し
た
。施
工
順
序
と
し
て
は
、
図-

6
の
と

お
り
で
、新
幹
線
線
上
部
工
で
は
、工
程
短
縮

を
図
る
た
め
に
最
大
4
基
の
移
動
作
業
車
が

2
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
り
出
し
、
3
箇
所
の

中
央
閉
合
を
移
動
作
業
車
で
施
工
し
ま
し
た
。

福
井
県
施
工
の
道
路
橋
で
も
柱
頭
部
を
含
め

る
と
最
大
5
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
出
し
架
設

を
行
い
、工
期
短
縮
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

２
‐
３ 

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・

           

敦
賀
バ
イ
パ
ス
架
道
橋

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・
敦
賀
バ
イ
パ
ス

架
道
橋
は
、
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
3
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
2
連
（
L

＝ 

2
1
5
m
、
2
0
6
m 

）お
よ
び
2
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
1
連
（
L

＝
1
7
2
m
）
を
主
と
す
る
橋
り
ょ
う
群

で
す（
写
真-

4
、図-

7
）。

　
起
点
側
の
深
山
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら
工

区
終
点
の
敦
賀
バ
イ
パ
ス
ま
で
下
り
の
急
勾

配
と
な
っ
て
い
て
、
起
点
側
の
大
蔵
余
座
橋

り
ょ
う
P
3
橋
脚
の
脚
高
は
約
30
m
あ
り
ま

す
が
、
敦
賀
バイ
パ
ス
架
道
橋
の
終
点
側
橋
脚

は
10
m
ほ
ど
と
脚
高
の
変
化
が
顕
著
な
こ
と

も
特
徴
で
す
。

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
の
起
点
側
に
位
置

す
る
中
池
見
湿
地
は
、
平
成
24
年
7
月
に

湿
地
周
辺
約
87 

ha
の
範
囲
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

湿
地
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
配

慮
か
ら
、湿
地
付
近
を
通
過
す
る
深
山
ト
ン

ネ
ル
前
後
で
、
当
初
認
可
さ
れ
た
新
幹
線

ル
ー
ト
を
見
直
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
湿

地
か
ら
離
れ
る
側
へ
最
大
約
1
5
0
m
、ト

ン
ネ
ル
標
高
を
最
大
約
17
m
上
げ
る
変
更

に
よ
り
、大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
高
さ
が
最
大

約
10
m
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
地
区
は
溺
れ
谷
状
で
あ
る
の

に
加
え
て
、
砂
、
粘
土
、
有
機
質
土
の
互
層
で

構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
耐
震
設
計
上
の
基

盤
面
が
深
い
軟
弱
地
盤
で
あ
っ
た
た
め
、基
礎

杭
が
最
大
約
70
m
、
1
橋
脚
あ
た
り
最
大
24

本
必
要
と
な
り
ま
し
た
。ル
ー
ト
変
更
に
伴

う
工
事
開
始
時
期
の
遅
れ
に
加
え
て
、
橋

り
ょ
う
の
高
さ
変
更
に
よ
る
大
型
化
お
よ
び

軟
弱
地
盤
対
応
で
施
工
期
間
が
長
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、工
程
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
程
短
縮
に
向
け
て
、
杭
の
施
工
で
は
、

超
硬
質
地
盤
用
ビ
ッ
ト
（
超
硬
ビ
ッ
ト
）

ケ
ー
シ
ン
グ
の
採
用
、
ケ
ー
シ
ン
グ
外
径

を
1
㎝
大
き
く
し
、か
つ
、フ
ラ
ッ
ト
バ
ー

設
置
に
よ
る
摩
擦
抵
抗
の
軽
減
、
大
型
ハ

ン
マ
ー
グ
ラ
ブ
の
採
用
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、
橋
脚
の
施
工
で
は
、
ハ
ー
フ

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
用
い
た
橋
脚
急
速

施
工
法
で
あ
る
S
P
E
R
工
法（
図-

8
）

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
工
事
で
は
、大
型
移
動
架
設
作
業

車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
4
m
）か
ら
超
大
型

移
動
作
業
車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
6
m
）に

変
更
し
、10
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
減

ら
し
て
約
2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、側
径
間
支
保
工
施
工
部
の
う
ち
、

2
m
の
間
詰
め
部
を
残
し
て
先
行
し
て
構
築

し
、張
出
し
の
最
終
ブ
ロ
ッ
ク
到
達
後
、間
詰

め
部
を
閉
合
す
る
側
径
間
の
先
行
施
工
で
約

2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
基
礎
杭
か
ら
上
部
工
工
事

ま
で
、各
種
工
程
短
縮
策
を
採
用
し
、目
標
の

工
程
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３ 
お
わ
り
に

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

沿
線
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
、機
構
の
技
術
力
を
結
集

し
て
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。新
た
な
技

術
の
採
用
や
関
係
各
所
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
で
、完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た（
写
真-

5
）。

　
こ
れ
ま
で
の
関
係
各
所
の
ご
支
援
、ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
北
陸
新
幹
線
が
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
、北
陸
地
方
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▲ 写真-3 九頭竜川橋りょう

▲ 図-6 九頭竜川橋りょう工程表

▲ 写真-4 大蔵余座橋りょう

▲ 図-5九頭竜川橋りょう全体図

お
お 

く
ら   

よ     

ざ
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北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
都
を
起
点
と
し
、

高
崎
・
長
野
・
上
越
・
富
山
・
金
沢
等
を

経
由
し
て
大
阪
市
に
至
る
延
長
約
6
9
0

㎞
の
路
線
で
す
。こ
の
う
ち
、東
京
・
高
崎

間
は
上
越
新
幹
線
と
共
用
、
高
崎
・
長
野

間
は
平
成
9
年
10
月
に
、
長
野
・
金
沢
間

は
平
成
27
年
3
月
に
開
業
し
て
い
ま
す
。

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
平
成
24
年
6
月
に
着

手
し
、
令
和
6
年
3
月
16
日
に
完
成
・
開

業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

金
沢
・
敦
賀
間
で
新
設
さ
れ
る
駅
は
、

小
松
駅
、加
賀
温
泉
駅
、福
井
県
の
芦
原
温

泉
駅
、福
井
駅
、越
前
た
け
ふ
駅
お
よ
び
敦

賀
駅
の
6
駅
、
線
路
延
長
は
約
1
2
5
㎞

（
工
事
延
長
約
1
1
5
㎞
）
の
路
線
で
す

（
図-

1
）。

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
完
成
・
開
業
に
よ
り
、

東
京
・
福
井
間
の
鉄
道
所
要
時
間
は
24
分

短
縮
さ
れ
、2
時
間
51
分
に（
開
業
前
は
東

海
道
新
幹
線
経
由
）、大
阪
・
金
沢
間
は
22

分
短
縮
さ
れ
、
2
時
間
9
分
と
な
り
ま
し

た
。新
幹
線
の
特
徴
で
あ
る
速
達
性
、大
量

輸
送
性
に
よ
る
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
、
沿

線
地
域
の
多
彩
な
観
光
資
源
の
魅
力
が
高

ま
り
、
余
暇
活
動
の
拡
充
や
広
域
的
な
経

済
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

１ 

金
沢
・敦
賀
間
の
特
徴

　

金
沢
・
敦
賀
間
は
、
工
事
区
間
約

1
1
5
㎞
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
が
約
38
・
4

㎞
（
約
34
％
）、
ト
ン
ネ
ル
以
外
の
路
盤
・

高
架
橋
・
橋
り
ょ
う（
以
下「
明
か
り
区
間
」

と
い
う
）
が
約
76
・
2
㎞（
約
66
％
）
と
他

の
整
備
新
幹
線
に
比
較
し
て
明
か
り
区
間

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。積
雪
の
多
い
地

域
を
通
過
す
る
た
め
、
積
雪
量
等
に
応
じ

て
、
図-
2
の
よ
う
に
複
数
の
対
策
の
う

ち
か
ら
適
切
な
雪
害
対
策
を
採
用
し
て
い

ま
す
。積
雪
の
多
い
地
区
や
分
岐
部
で
は

散
水
方
式
を
採
用
し
、
冬
季
に
も
安
定
し

て
運
行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

２ 

金
沢
・敦
賀
間
の
P
C
橋

　
金
沢
・敦
賀
間
の
代
表
的
な
P
C
橋
は

金
沢
方
か
ら
表-

1
の
通
り
で
す
。こ
の

う
ち
、青
字
で
示
し
た
特
徴
的
な
4
橋
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、主
に
45
m
以
下
で
一
般
的
に
採
用

す
る
P
C
T
桁
橋
で
は
、現
地
作
業
の
省
力

化
を
目
的
と
し
て
、特
殊
荷
重
の
か
か
る
箇

所
等
を
除
き
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
を
採
用
し

ま
し
た
（
写
真-

1
）。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
桁
は
、

桁
長
に
応
じ
て
工
場
で
5
〜
9
分
割
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
状
の
桁
を
製
作
、ト
レ
ー
ラ
ー
で

現
地
へ
運
搬
し
、現
地
で
一
つ
の
桁
に
つ
な

ぎ
合
わ
せ
て
架
設
し
ま
す
。金
沢
・敦
賀
間

で
は
、合
計
約
2
4
0
連
で
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

桁
を
採
用
し
、大
幅
な
現
地
作
業
の
省
力
化

を
図
り
ま
し
た
。

2
‐
1 

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う

　

加
賀
細
坪
橋
り
ょ
う
は
、石
川
県
加
賀
市

内
に
位
置
す
る
橋
長
3
3
9
m
の
3
径
間

連
続
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
す
。国

道
8
号
と
約
30
度
の
狭
い
角
度
で
交
差
す
る

た
め
、中
央
支
間
長
が
新
幹
線
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
し
て
最
長
の
1
5
5
m
と
な
っ

て
い
ま
す（
写
真-

2
、図-

3
）。

　

長
大
ス
パ
ン
で
た
わ
み
量
を
抑
え
る
た
め
、

桁
高
と
自
重
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

桁
高
は
柱
頭
部
で
7
m
、桁
端
及
び
支
間
中

央
部
は
4
・
3
m
、
斜
材
段
数
は
11
段
と
し

ま
し
た
。斜
材
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
で
被
覆
さ

れ
た
P
C
鋼
材
（
27
S
15
・
2
）
を
使
用
し
、

保
護
管
内
を
P
C
グ
ラ
ウ
ト
で
充
填
す
る
こ

と
で
防
錆
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
耐
久
性

を
確
保
し
ま
し
た
。斜
材
の
保
護
管
は
φ

2
0
0
㎜
の
白
色
塗
装
（
F
R
P
製
）
を
採

用
し
、
温
度
変
化
に
よ
る
た
わ
み
の
影
響
を

低
減
し
ま
し
た（
図-

4
）。

　

新
幹
線
橋
り
ょ
う
に
要
求
さ
れ
る
厳
し
い

た
わ
み
制
限
に
対
し
、す
べ
り
支
承
と
2
線

支
承
を
採
用
し
、斜
材
保
護
管
の
大
断
面
化

に
よ
る
温
度
変
化
の
抑
制
に
よ
り
、桁
の
長

期
変
形
を
低
減
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
乗
り

心
地
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

令
和
３
年
度
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
技
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
‐
２ 

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う

　

九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
（
写
真-

3
、
図

-

5
）は
、
福
井
市
内
に
あ
る
橋
長
４
１
４

m
の
７
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
、
新
幹

線
で
初
め
て
と
な
る
鉄
道
・
道
路
一
体
橋

を
採
用
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
は
九
頭
竜
川
渡
河
部
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
目
的
に
、
北
陸
新

幹
線
の
ル
ー
ト
付
近
に
広
域
幹
線
道
路
を

計
画
し
、当
初
、新
幹
線
橋
と
道
路
橋
は
近

接
し
て
別
々
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、本
橋
り
ょ
う
の
周
辺
は
、カ
ジ
カ

科
の
淡
水
魚
で
あ
る
「
ア
ラ
レ
ガ
コ
生
息

地
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
河
川
へ
の
環
境
負
荷
の
低
減

が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
縮
減

も
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
の
機

構
と
福
井
県
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
一
体
橋
が
実
現
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
橋
の
場
合
に
比

べ
約
７
％
の
工
事
費
縮
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
下
部
工
が
鉄
道
橋
と
道
路
橋
で
一
体
構
造

で
あ
る
た
め
、下
部
工
の
設
計
は
、鉄
道
構
造

物
等
設
計
標
準
・
同
解
説
な
ら
び
に
道
路

橋
示
方
書
・
同
解
説
を
満
た
す
よ
う
に
実

施
し
ま
し
た
。ま
た
、
積
雪
寒
冷
地
の
た
め
、

道
路
橋
で
散
布
さ
れ
る
凍
結
防
止
剤
を
考

慮
し
、
鉄
筋
か
ぶ
り
の
増
と
表
面
含
浸
材
等

に
よ
る
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
福
井
県
と
の
協
議
に
よ
り
、
下
部
工
は
県

と
機
構
が
建
設
費
を
分
担
し
、
施
工
は
機
構

が
行
い
ま
し
た
。上
部
工
は
、
新
幹
線
桁
と
道

路
桁
を
機
構
と
福
井
県
が
そ
れ
ぞ
れ
施
工
し

ま
し
た
。施
工
順
序
と
し
て
は
、
図-

6
の
と

お
り
で
、新
幹
線
線
上
部
工
で
は
、工
程
短
縮

を
図
る
た
め
に
最
大
4
基
の
移
動
作
業
車
が

2
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
り
出
し
、
3
箇
所
の

中
央
閉
合
を
移
動
作
業
車
で
施
工
し
ま
し
た
。

福
井
県
施
工
の
道
路
橋
で
も
柱
頭
部
を
含
め

る
と
最
大
5
橋
脚
か
ら
同
時
に
張
出
し
架
設

を
行
い
、工
期
短
縮
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

２
‐
３ 

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・

           

敦
賀
バ
イ
パ
ス
架
道
橋

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
・
敦
賀
バ
イ
パ
ス

架
道
橋
は
、
福
井
県
敦
賀
市
に
あ
る
3
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
2
連
（
L

＝ 

2
1
5
m
、
2
0
6
m 

）お
よ
び
2
径

間
連
続
P
C
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
1
連
（
L

＝
1
7
2
m
）
を
主
と
す
る
橋
り
ょ
う
群

で
す（
写
真-

4
、図-

7
）。

　
起
点
側
の
深
山
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
か
ら
工

区
終
点
の
敦
賀
バ
イ
パ
ス
ま
で
下
り
の
急
勾

配
と
な
っ
て
い
て
、
起
点
側
の
大
蔵
余
座
橋

り
ょ
う
P
3
橋
脚
の
脚
高
は
約
30
m
あ
り
ま

す
が
、
敦
賀
バイ
パ
ス
架
道
橋
の
終
点
側
橋
脚

は
10
m
ほ
ど
と
脚
高
の
変
化
が
顕
著
な
こ
と

も
特
徴
で
す
。

　

大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
の
起
点
側
に
位
置

す
る
中
池
見
湿
地
は
、
平
成
24
年
7
月
に

湿
地
周
辺
約
87 

ha
の
範
囲
が
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

湿
地
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
配

慮
か
ら
、湿
地
付
近
を
通
過
す
る
深
山
ト
ン

ネ
ル
前
後
で
、
当
初
認
可
さ
れ
た
新
幹
線

ル
ー
ト
を
見
直
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
湿

地
か
ら
離
れ
る
側
へ
最
大
約
1
5
0
m
、ト

ン
ネ
ル
標
高
を
最
大
約
17
m
上
げ
る
変
更

に
よ
り
、大
蔵
余
座
橋
り
ょ
う
高
さ
が
最
大

約
10
m
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
地
区
は
溺
れ
谷
状
で
あ
る
の

に
加
え
て
、
砂
、
粘
土
、
有
機
質
土
の
互
層
で

構
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
耐
震
設
計
上
の
基

盤
面
が
深
い
軟
弱
地
盤
で
あ
っ
た
た
め
、基
礎

杭
が
最
大
約
70
m
、
1
橋
脚
あ
た
り
最
大
24

本
必
要
と
な
り
ま
し
た
。ル
ー
ト
変
更
に
伴

う
工
事
開
始
時
期
の
遅
れ
に
加
え
て
、
橋

り
ょ
う
の
高
さ
変
更
に
よ
る
大
型
化
お
よ
び

軟
弱
地
盤
対
応
で
施
工
期
間
が
長
く
な
る
こ

と
に
よ
り
、工
程
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

工
程
短
縮
に
向
け
て
、
杭
の
施
工
で
は
、

超
硬
質
地
盤
用
ビ
ッ
ト
（
超
硬
ビ
ッ
ト
）

ケ
ー
シ
ン
グ
の
採
用
、
ケ
ー
シ
ン
グ
外
径

を
1
㎝
大
き
く
し
、か
つ
、フ
ラ
ッ
ト
バ
ー

設
置
に
よ
る
摩
擦
抵
抗
の
軽
減
、
大
型
ハ

ン
マ
ー
グ
ラ
ブ
の
採
用
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。ま
た
、
橋
脚
の
施
工
で
は
、
ハ
ー
フ

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
を
用
い
た
橋
脚
急
速

施
工
法
で
あ
る
S
P
E
R
工
法（
図-

8
）

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
工
事
で
は
、大
型
移
動
架
設
作
業

車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
4
m
）か
ら
超
大
型

移
動
作
業
車（
最
長
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
6
m
）に

変
更
し
、10
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
6
ブ
ロ
ッ
ク
に
減

ら
し
て
約
2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、側
径
間
支
保
工
施
工
部
の
う
ち
、

2
m
の
間
詰
め
部
を
残
し
て
先
行
し
て
構
築

し
、張
出
し
の
最
終
ブ
ロ
ッ
ク
到
達
後
、間
詰

め
部
を
閉
合
す
る
側
径
間
の
先
行
施
工
で
約

2
ヵ
月
の
工
程
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
基
礎
杭
か
ら
上
部
工
工
事

ま
で
、各
種
工
程
短
縮
策
を
採
用
し
、目
標
の

工
程
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３ 

お
わ
り
に

　

金
沢
・
敦
賀
間
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

沿
線
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
る
べ
く
、機
構
の
技
術
力
を
結
集

し
て
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。新
た
な
技

術
の
採
用
や
関
係
各
所
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
で
、完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た（
写
真-

5
）。

　
こ
れ
ま
で
の
関
係
各
所
の
ご
支
援
、ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
北
陸
新
幹
線
が
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
、北
陸
地
方
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▲ 図-7 大蔵余座橋りょう全体図

▲ 図-8 SPER 工法

▲ 写真-5 敦賀駅出発式
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